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海
大
学
は
教
育
改
革
の
先
駆
け
拠
点
と
し

　
　
　

て
、
2
0
0
6
年
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
た
。
こ
こ
で
は
、
原
則
と
し
て
50
名

以
上
の
学
生
が
参
加
す
る
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
『
で
か
ち
ゃ
れ
』
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
テ
ー
マ
は
地
域
活
性
、
社
会
貢
献
、
ア
ー
ト
、

も
の
づ
く
り
な
ど
で
、
総
合
大
学
が
も
つ
多
様
な

ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ソ
ー
ス
を
生
か
せ
る
も
の
と
し
て

い
る
。

 

「
高
度
に
発
展
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
、チ
ー

ム
と
し
て
も
の
ご
と
に
取
り
組
む
能
力
の
重
要
性

は
高
ま
っ
て
い
る
。
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
厳
し
い
荒
波
の
中
で
生
き

抜
く
た
め
に
必
要
と
な
る
社
会
的
実
践
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー

／
大
塚
滋
所
長
）

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
の
た
め
に
、
大
学
か
ら
は

活
動
場
所
や
支
援
金
が
提
供
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

高
度
な
専
門
知
識
を
も
つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
研
修
を

受
け
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
配
置
さ
れ
る
。

2
0
1
1
年
度
は
19
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択

さ
れ
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
も
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
て
い

る
の
が
、
高
効
率
な
乗
り
物
を
設
計
・
製
作
す
る

『
ラ
イ
ト
パ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
、電
気
自

動
車
、
燃
料
電
池
車
、
人
力
飛
行
機
な
ど
を
登
場

さ
せ
、
国
内
外
の
大
会
で
好
成
績
を
収
め
て
き
た
。

2
0
0
9
年
に
は
新
型
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
『Tokai 
C
hallenger

』
を
開
発
し
、
3
0
0
0
㎞
に
お
よ

ぶ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
縦
断
レ
ー
ス
で
、
世
界

の
強
豪
チ
ー
ム
を
抑
え
て
優
勝
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
は
、
先
進
的
な
環
境

技
術
を
も
つ
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
か
ら
惜
し
み
な
い

協
力
が
得
ら
れ
、
シ
ャ
ー
プ
か
ら
高
性
能
な
太
陽

電
池
、
ミ
ツ
バ
か
ら
高
効
率
モ
ー
タ
、
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
か
ら
高
容
量
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
、
そ
し

て
ミ
シ
ュ
ラ
ン
か
ら
は
低
転
が
り
抵
抗
タ
イ
ヤ
な

ど
が
供
給
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
学
生
が
製
作
し
た

軽
量
で
空
気
抵
抗
が
小
さ
い
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
ボ
デ
ィ
に
組
み
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、

太
陽
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
平
均
時
速
1
0
0

㎞
で
駆
け
抜
け
る
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
が
実
現
で
き
た
。

　

2
0
1
0
年
に
は
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
開

催
さ
れ
た
国
際
自
動
車
連
盟
（
F
I
A
）
公
認
の

サ
ウ
ス
ア
フ
リ
カ
ン
・
ソ
ー
ラ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
出
場
。
直
線
が
多
く
平
ら
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
は
異
な
り
、
高
低
差
2
0
0
0
m
の
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
、
荒
れ
た
路
面
、
き
つ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

連
続
す
る
4
0
0
0
㎞
以
上
の
過
酷
な
コ
ー
ス
を
、

出
場
チ
ー
ム
の
中
で
唯
一
完
走
し
、
2
連
覇
を
達

成
し
た
。

 

「
多
く
の
企
業
か
ら
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
が
一
丸
と
な
っ
て
突
き
進
ん
だ
結
果
、

大
き
な
目
標
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。」

（
学
生
リ
ー
ダ
ー
／
伊
藤
樹
さ
ん
）

 

「
日
本
の
新
＆
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
も
の
づ
く
り
技

術
の
結
晶
＝
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
の
高
い
走
行
性
能
を

世
界
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
。」（
チ
ー
ム
監
督
／

木
村
英
樹
教
授
）

　

2
0
1
1
年
に
は
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
の
競
技
・
技

術
規
約
が
変
更
と
な
り
、
さ
ら
に
創
意
と
工
夫
を

凝
ら
し
た
新
型
車
の
開
発
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
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右上：砂漠地帯を疾走する「Tokai Challenger」
右下：優勝を喜ぶ東海大学ライトパワープロジェクトチーム
　　　　　　　　　　［オーストラリア大陸縦断レースより］

『キャンパスストリートプロジェクト』
地域活性化をテーマに、ビーチハウスの設計・製作、フリ
ーペーパーの発行、イベントの開催などを実施。2010
年度にはビーチハウスによる取り組みが『グッドデザイン
賞』、『アメリカ建築家協会デザイン大賞』などを受賞した。
http://deka.challe.u-tokai.ac.jp/cap/ ビーチハウスプロジェクト2010

朝日に向けてソーラーパネルを傾け走行用の電力を充電
［サウスアフリカン・ソーラー・チャレンジより］

一般道を走るため レース前には公道車検もパスしている

その他の 東海大学の『でかちゃれ』活動

超軽量炭素繊維強化ボディを学生が製作
南アフリカ・オーストラリアの国際レースで優勝

新型ソーラーカー「Tokai Challenger」
ライトパワープロジェクト 東海大学チーム


